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桜川市カラオケ連合会から

市の社会福祉に寄付

　
桜
川
市
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
（
鈴す

ず

木き

勝
ま
さ
る

会
長
）
か
ら
、
市
の
社
会
福
祉

に
１
７
３,
５
０
０
円
の
寄
付
が
あ

り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
岩
瀬
体
育
館
ラ
ス
カ
で

行
わ
れ
た
、
同
連
合
会
主
催
の
カ
ラ

オ
ケ
発
表
会
を
兼
ね
た
「
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
文
化
祭
」
に
参
加
さ
れ
た
会
員

の
方
な
ど
か
ら
、愛
の
募
金
を
募
り
、

社
会
生
活
の
中
で
少
し
で
も
援
助
を

必
要
と
さ
れ
て
い
る
方
々
の
た
め
に

役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
寄
せ
ら

れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
活
動
は
、
今

年
で
６
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
に
も
車
椅
子
や
杖
な
ど
を
寄
贈

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

真壁町桜井五味田地区で

伝統の「八日まつり」開催

　
２
月
８
日
に
真
壁
町
桜
井
地
区
五

味
田
で
大
わ
ら
ぞ
う
り
を
作
っ
て
地

区
の
出
入
り
口
に
吊
る
す
「
八
日
ま

つ
り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、同
地
区
の
伝
統
行
事
で
、

ぞ
う
り
が
地
区
の
災
難
を
よ
け
る
と

い
う
云
わ
れ
か
ら
、
厄
除
け
、
無
病

息
災
を
祈
願
す
る
た
め
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
輪
番
制
の
当
屋
に
集
ま
っ
た
人
た

ち
22
人
は
、
こ
こ
数
年
で
最
大
の
大

わ
ら
じ
１
枚
（
縦
１
４
０
㎝
、
横
70

㎝
）
と
、
わ
ら
ぞ
う
り
（
縦
60
㎝
、

横
40
㎝
）
３
枚
を
約
２
時
間
ほ
ど
で

の
編
み
上
げ
、
地
区
の
出
入
り
口
の

立
木
な
ど
に
吊
る
し
ま
し
た
。

大
わ
ら
ぞ
う
り
を
地
区
内
の
田
中
川
の
奉
納

台
に
掲
げ
る
地
区
の
皆
さ
ん
。

「文化財防火デー」に

雨引観音で防火訓練実施

　
１
月
26
日
の「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

に
ち
な
ん
で
雨
引
山
楽
法
寺
に
お
い

て
、
市
教
育
委
員
会
・
桜
川
市
消
防

団
・
桜
川
消
防
署
（
大
和
分
署
）・

楽
法
寺
自
衛
消
防
隊
の
参
加
に
よ

る
、
重
要
文
化
財
防
火
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　
本
番
さ
な
が
ら
の
訓
練
は
、
火
災

発
見
・
１
１
９
番
通
報
・
初
期
消
火
・

避
難
誘
導
・
文
化
財
の
搬
出
へ
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
文
化
財
防
ぎ
ょ
訓
練

で
は
、
延
焼
防
止
の
た
め
多
宝
塔
に

向
け
て
の
一
斉
放
水
、
そ
の
後
一
般

参
拝
者
な
ど
を
交
え
て
の
消
火
器
取

扱
い
の
訓
練
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

多
宝
塔
に
向
か
っ
て
一
斉
に
放
水
さ
れ
、
澄

み
切
っ
た
青
空
に
虹
が
架
か
り
ま
し
た
。

～交通事故ゼロ社会を目指して～

桜川市交通安全大会が開催

　
平
成
21
年
度
桜
川
市
交
通
安
全
大

会
が
、大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー「
シ

ト
ラ
ス
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
交
通
安
全
関
係
者

が
一
堂
に
会
し
、
互
い
に
交
通
事
故

撲
滅
を
誓
い
合
い
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
快
適
な
住
み
よ
い
社
会
の

実
現
を
目
指
す
た
め
、
実
施
さ
れ
た

も
の
で
す
。
交
通
安
全
に
関
す
る
表

彰
伝
達
で
は
、
茨
城
県
知
事
表
彰
の

部
、
交
通
安
全
協
会
表
彰
の
部
そ
の

ほ
か
で
15
の
団
体
・
事
業
所
と
、
個

人
で
は
78
人
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
交
通
安
全
講
演
会
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
な
ど
も
催
さ
れ
、
最
後
は
大

会
宣
言
決
議
に
よ
り
閉
会
し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
加
波
山
囃
子
保
存

会
に
よ
る
お
囃
子
な
ど
で
、
大
会
を
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

桜
川
市
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
の
鈴
木
勝
会
長

（
写
真
右
か
ら
３
人
目
）
と
会
員
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
中
田
市
長
（
写
真
右
か
ら
４
人
目
）

に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

県職業能力開発促進大会で

真壁石工技能士会から２人が表彰

３年間の感謝を込めて

岩瀬高校３年生が岩瀬駅を清掃

　
２
月
10
日
（
水
）
に
岩
瀬
高
校
３

年
生
の
生
徒
全
員
が
、
３
年
間
通
い

慣
れ
た
岩
瀬
駅
の
駅
舎
や
ト
イ
レ
、

通
学
路
を
、
感
謝
の
心
を
込
め
て
清

掃
し
ま
し
た
。

　
岩
瀬
高
校
で
は
、教
育
目
標
に「
豊

か
な
人
間
性
の
育
成
」
を
か
か
げ
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
学
校
全
体
で
環

境
美
化
運
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。

　
昨
年
は
、
５
月
に
桜
川
市
の
ク
リ

ー
ン
作
戦
へ
の
有
志
生
徒
の
参
加
、

７
月
に
運
動
部
・
文
化
部
生
徒
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
12
月
に
は

全
校
生
徒
に
よ
る
学
校
周
辺
の
清
掃

を
実
施
し
ま
し
た
。

沢
山
の
思
い
出
が
詰
ま
っ
た
岩
瀬
駅
の
駅
舎

や
ト
イ
レ
を
心
を
こ
め
て
清
掃
す
る
岩
瀬
高

校
３
年
生
の
み
な
さ
ん
。

桜川市民卓球場が完成しました

新
た
に
完
成
し
た
市
民
卓
球
場
。
軽
量
鉄
骨

造
平
屋
建
て
、延
べ
床
面
積
３
０
０.

９
８
㎡
、

天
井
高
４,
４
５
６
㎜
。

　
こ
の
度
、
桃
山
中
学
校
の
敷
地
内

に
、
桜
川
市
民
卓
球
場
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
こ
の
施
設
は「
日
本
宝
く
じ
協
会
」

の
助
成
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
も
の

で
、
延
べ
床
面
積
３
０
０.

９
８
㎡
、

卓
球
台
を
８
台
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
、
天
井
高
を
４,
４
５
６
㎜
と
す

る
こ
と
で
よ
り
高
度
な
技
術
に
耐
え

う
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
同
施
設
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、

学
校
施
設
の
開
放
規
則
に
基
づ
い
て

の
利
用
と
な
る
た
め
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
真
壁
第
一
体
育
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
☎
０
２
９
６

-

54-

０
７
５
３
）

　
水
戸
市
で
開
催
さ
れ
た
「
第
39
回

茨
城
県
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会
」

で
、
真
壁
石
工
技
能
士
会
か
ら
岩い

わ

渕ぶ
ち

久ひ
さ

之ゆ
き

さ
ん
（
大
国
玉
地
区
）
が
県
知

事
表
彰
を
受
賞
し
、
武た

け

井い

昭
し
ょ
う

二じ

さ

ん
（
筑
西
市
宮
山
）
が
県
技
能
士
会

会
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

　
岩
渕
さ
ん
は
、
伝
統
的
技
法
と
現

代
の
加
工
技
術
を
融
合
さ
せ
た
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
や
彫
刻
品
の
製
造
技
術
が

評
価
。
武
井
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た

る
同
会
に
お
け
る
後
継
者
の
育
成
活

動
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
お
二
人
の
今
後
の
ご
活
躍
に
よ
る

石
材
業
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

“地域にやさしい明かりを届ける”

大
おお

山
やま

一
かず

男
お

さんの行燈
完
成
し
た
鳥
か
ご
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
行
燈
を

持
つ
大
山
一
男
さ
ん
。

　
岩
瀬
地
区
の
大お

お

山や
ま

一か
ず

男お

さ
ん
が
作

成
し
た
、
鳥
か
ご
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

行
燈
が
、
地
区
に
や
さ
し
い
明
か
り

を
灯
し
て
い
ま
す
。

　
同
氏
は
、
30
年
ほ
ど
前
か
ら
趣
味

で
鳥
か
ご
を
作
成
し
て
き
ま
し
た

が
、
照
明
器
具
に
活
用
す
る
こ
と
を

思
い
付
き
ま
し
た
。
鳥
か
ご
の
内
側

に
、
押
花
を
挟
ん
だ
和
紙
を
貼
り
、

電
球
を
入
れ
た
も
の
で
、
明
か
り
を

灯
す
と
や
わ
ら
か
な
光
が
広
が
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
完
成
し
た
行
燈
を
地

域
の
企
業
な
ど
に
寄
贈
し
て
き
ま
し

た
が
、
今
後
は
病
院
や
福
祉
施
設
に

も
贈
ろ
う
と
、
現
在
作
成
に
忙
し
い

毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
第
39
回
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会
」
で
表
彰

を
受
け
た
岩
渕
久
之
さ
ん
（
写
真
右
）
と
武

井
昭
二
さ
ん
（
写
真
左
）。


